
【九州地域戦略会議】〝Kyushu4.0〟
第４次産業革命に応じた九州・山口地域一体となった取り組みテーマの具体案

１. 基本的な考え方

① 官民一体となった「九州地域戦略会議」の枠組みをうまく活用し、人口減少時代における
九州・山口地域の発展戦略と実行に繋がる取り組みテーマを選定

【ご参考】これまでの主な取り組みテーマ

（１）九州が一体となった観光振興 （３）低炭素社会の実現 （５）九州創生アクションプラン

（２）道州制 （４）再生可能エネルギーの産業化 （ＪＥＷＥＬＳプラン）

② この取り組みを通じて先進モデル地域となり、九州から日本を動かしたい

２. 取り組みテーマ（具体案）・・・知事・各経済団体トップからの提案に基づき選定

テーマ 選定理由

① 第１次産業従事者の”稼ぐ力”と”魅力”の向上
→ 地方創生に繋げ、次世代が地元に戻り、新規参入者も出てくる流れをつくり人口減少を抑制

② 伸びゆくアジアへ市場を拡大する突破口づくり
→  １億2,500万人のみの日本市場から、アジアの富裕層・中間層の５億人へ市場を拡大

[ その他、提案のあったテーマ ] 

テーマ 対応の方向性

 中小企業の経営課題解決のためのＩｏＴ 等実証  九州・沖縄地方産業競争力協議会で、本年７月に立上げた「九州

 ラボの整備の検討 ／ 人口減少下における中小  ＩｏＴ推進コミュニティ」（幹事：九州経済産業局）にて取り組み予定

  企業の成長に向けたＩｏＴ導入 等の推進 ／

 ＩｏＴ、第４次産業革命に対応可能な人材の育成

 ビックデータを活用した訪日外国人観光客の  経済産業省の「ＩｏＴ活用おもてなし実証事業」で実証中

 行動導線の把握 及び九州一体となった  → 九州ローカルプラットフォームも立上げ済

 インバウンド対策の実施 ／ 観光推進プロジェクト

 交通対策（事故防止、利便性向上 等）  政府「未来投資戦略２０１７」で取り組む移動革命に、積極的に参画

 → 実証実験の場を提供 等

 災害に強い地域づくり  総務省「Ｇ空間シティ構築事業」での取り組みを共有

 → 九州では、北九州市、人吉市、久米島町がモデル事業を推進中

 ＩＣＴ、ＩｏＴを活用した高齢者福祉施策の促進  ＪＥＷＥＬＳプラン「安心安全な暮らしづくりＰＴ」にて一部取り組み中

 → ＩＣＴを活用した見守りシステムの開発・普及

 健康・介護分野でのＩｏＴ 等開発・活用  別途、先進事例を調査・研究の上、取り組みを検討

 人口流出対策としてのＩｏＴ・ＡＩ・ビッグデータの  九州経済調査協会 等に委託し、報告頂いた上で議論すること

 活用方策の検討  を検討

 官民の高齢者雇用支援再構築  政府「未来投資戦略２０１７」が取り組むデータ利活用基盤・制度

 （官民でデータ共有→ビッグデータ解析・AI活用）  構築の後に、取り組みを検討

 → 現状、各種データに統一性がなく、データ解析 等が困難

スマート農業
の促進

含、林業・水産業
への展開


